
本
年
４
月
、
人
事
異
動
に
よ
り
今
井
地
区
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
、
公
の
職
に
就

か
れ
て
い
る
方
の
紹
介
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
、
掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

①
出
身
地
②
今
井
の
印
象
③
趣
味
な
ど
④
今
後
の
抱
負

よ
う
こ
そ
今
井
へ
！

よ
う
こ
そ
今
井
へ
！

　
お
世
話
に
な
り
ま
す

　
お
世
話
に
な
り
ま
す

①
富
山
県
南
砺
市
の
五
箇
山
地
区

出
身
で
す
。
合
掌
造
り
集
落
と
し

て
１
９
９
５
年
に
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
是
非
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
今
井
地
区
で
20
年
以
上
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
、
リ
ン

ゴ
や
ブ
ド
ウ
等
の
果
樹
栽
培
に
鎖

川
、
自
然
が
豊
か
で
働
き
者
の

方
々
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

③
ス
カ
イ
パ
ー
ク
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
が
日
課
に
な
り
つつ
あ
り
ま
す
。

あ
と
は
野
菜
作
り
に
挑
戦
中
で
す

が
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
…
。

①
今
井
と
は
「
り
ん
ご
姉
妹
産
地
」

の
梓
川
出
身
で
す
。
休
日
は
自
家

用
の
リ
ン
ゴ
の
栽
培
に
精
を
出
し

て
い
ま
す
。

②
雄
大
な
山
並
み
、
広
い
恵
ま
れ

た
農
地
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
豊
か

な
環
境
の
中
、
絆
の
深
い
地
域
の

方
々
や
家
庭
か
ら
温
か
く
子
ど
も

た
ち
が
見
守
ら
れ
て
育
っ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

③
趣
味
は
登
山
…
で
し
た
。
保
育

園
の
事
務
室
か
ら
見
え
る
、
雪
を

ま
と
っ
た
穂
高
の
頂
に
目
を
や
り

な
が
ら
「
よ
く
ぞ
あ
そ
こ
ま
で
」

と
昔
の
自
分
に
感
心
し
て
い
ま

す
。
年
を
重
ね
、
お
肉
を
ま
と
っ

た
現
在
の
体
で
は
鉢
伏
山
か
ら
富

士
山
を
拝
む
の
が
精
一
杯
で
す
。

④
園
庭
の
周
り
に
植
え
ら
れ
た
大

樹
を
見
る
と
保
育
園
が
長
い
歴
史

と
地
域
の
宝
で
あ
る
こ
と
を
察
し

ま
す
。
そ
ん
な
思
い
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
継
続
し

て
行
い
、
地
域
の
保
育
園
と
し
て

さ
ら
に
愛
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

保
護
者
の
皆
様
や
地
域
の
方
々
と

手
を
携
え
保
育
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

①
須
坂
市
の
出
身
で
す
。
実
家

は
臥
竜
公
園
か
ら
歩
い
て
５
分

④
鉢
盛
中
学
校
に
は
2
度
目
の
勤

務
と
な
り
ま
す
。
こ
の
ご
縁
を
大

切
に
し
て
、
子
ど
も
の
た
め
、
学

校
の
た
め
、
地
域
の
た
め
に
精
一杯

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
可

能
性
を
引
き
出
し
、
伸
ば
し
て
い

け
る
学
校
を
先
生
方
と
力
を
合
わ

せ
て
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に

は
各
活
動
へ
の
ご
理
解
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

鉢盛中学校長
中川 満英

今井保育園長
上村 元子

松本養護学校長
渡邉 和幸

で
す
。

②
「
今
井
の
ふ
る
さ
と
歌
留
多
」

の
「
た
」
は
、「
た
く
さ
ん
の
笑

顔
満
開
松
養
生
」
で
す
。
今
井
地

区
は
、
松
本
養
護
学
校
で
学
ぶ
子

ど
も
た
ち
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る

気
持
ち
の
優
し
い
あ
た
た
か
い
地

域
と
い
う
印
象
で
す
。

③
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
こ
と
が
好

き
で
す
。
昔
は
サ
ッ
カ
ー
と
マ
ラ

ソ
ン
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
も
う

一
度
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。

④
昭
和
47
年
に
松
本
養
護
学
校
が

で
き
て
今
年
は
50
年
目
の
節
目
の

年
で
す
。
開
校
以
来
一
貫
し
て
子

ど
も
の
主
体
性
を
大
切
に
し
た
教

育
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
２
３
８
名
の
児
童
生
徒

と
１
８
０
名
を
超
え
る
学
校
職
員

が
、
学
校
目
標
の
「
げ
ん
き　

や

る
き　

こ
ん
き　

て
つ
な
ぎ
」
の

実
現
を
目
指
し
て
学
ん
で
い
ま

す
。
保
護
者
、
地
域
の
み
な
さ
ん

と
手
を
携
え
て
、
子
ど
も
た
ち
に

「
あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
ま
ま
で

い
い
ん
だ
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
、
子
ど
も
た
ち
が
「
私

は
、
私
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
よ
ね
」

と
思
え
る
学
校
を
目
指
し
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ど

う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

○
鉢
盛
中
学
校　
　
　

　
　
　

全
生
徒　
　
　

４
５
９
名

　
　
　
（
内
今
井
地
区　
　

82
名
）

　
　
　

３
年
度
入
学　

１
６
１
名

　
　
　
（
内
今
井
地
区　
　

29
名
）

○
今
井
小
学
校

　
　
　

全
児
童　
　
　

１
４
３
名

　
　
　

３
年
度
入
学　
　
　

25
名

○
今
井
保
育
園

　

全
園
児　
　
　
　
　

81
名

　

３
年
度
入
園　
　
　

20
名

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

入
園
・
入
学
生
徒
数

入
園
・
入
学
生
徒
数

鉢盛中学校 入学式今井小学校 入学式
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【
町
会
長
】

連
合
会
会
長
（
南
耕
地
）

　
　
　
　
　
　

連
合
会
副
会
長
（
西
耕
地
）

　
　
　
　
　
　
　

　
上
新
田

　
堂　
村

　
中　
村

　
中　
沢

　
下
新
田

　
境
新
田

　
東
耕
地

　
北
耕
地

　
野　
口

　
古　
池

　
西　
原

　
北
今
井

　
公
園
西

【
町
内
公
民
館
長
】

館
長
会
会
長
（
西
原
）

館
長
会
副
会
長
（
公
園
西
）

　
上
新
田

　
中　
村

　
野　
口

　
古　
池

体
育
協
会
長

財
産
区
議
長

開
発
・
空
港
対
策
委
員
長

衛
生
協
議
会
長

公
害
対
策
委
員
長 

【
民
生
児
童
委
員
協
議
会
】

会
長
（
公
園
西
）

副
会
長
（
南
耕
地
・
西
耕
地
）

　
上
新
田
・
堂
村

　
中
村
・
中
沢
・
下
新
田

　
境
新
田
・
東
耕
地

　
北
耕
地
・
北
今
井 

　
野
口
・
古
池
・
西
原

主
任
児
童
委
員

町
会
婦
人
部
長

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
会
長

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
長

今
井
福
祉
協
議
会
長

福
祉
ひ
ろ
ば
推
進
委
員
長

子
ど
も
会
育
成
会
長

鉢
盛
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

今
井
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

今
井
保
育
園
保
護
者
会
長

今
井
小
学
校
長

鉢
盛
中
学
校
長

長
野
県
松
本
養
護
学
校
長

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

今
井
地
区
を
担
う
方
々

　
　
　
　
　
　

＊ 

藤
田　

正
夫

　
　
　
　
　
　

＊ 

櫻
井　

正
元

福
澤　
　

享

＊ 

北
原　

靖
也

矢
島　
　

敏

＊ 

田
中　

正
彦

＊ 

武
居　

秀
和

＊ 

中
沢　

淳
一

＊ 

古
田　

豊
文

＊ 

清
澤　

元
秀

中
垣　

善
一

川
口　

広
平

林　
　

昌
弘

＊ 

佐
藤　

信
男

南
山　

文
吉

（
＊
印
は
町
内
公
民
館
長
兼
任
）

上
村　

元
子

大
舘　

朝
香

宮
坂　
　

敦

古
川　

吉
徳

溝
上
恭
一
郎

島
立　

強
志

槙
石　

詞
康

村
山　

育
朗

上
島　
　

卓

西
村
千
代
美

鈴
木　

藍
子

藤
田　

亮
子

塩
原　
　

悠

胡
桃
亜
矢
子

櫻
井　

貞
文

宮
澤　

理
沙

犬
飼　

宏
治

野
尻　
　

光

櫻
井　

英
彰

村
山　

和
男

花
岡　

幸
子

野
尻　

和
彦

犬
飼　

宏
治

　
　
　
　
　
　
　

田
中　

雄
次

柏
原　

孝
志

森
村　

孝
広

古
畑　

大
輔

古
池　
　

敦

　

青
柳　

光
彦

三
村　

秀
喜

　

古
田　

善
雄

　
　

山
本　

千
治

山
本　

千
治

鷲
澤　

実
男

大
槻　

義
治

上
條　

勝
男

橘　

ゆ
み
子

須
澤　

秀
子

三
村　

和
子

花
岡　

光
男

桃
井
多
美
子

清
沢
こ
づ
江

犬
飼　

裕
子

篠
田
み
ほ
子

藤
田　

正
夫

櫻
井　

正
元

丸
山　

祐
介

杉
山　

昭
広

梶
原　

光
生

島
田　

沙
織

坂
口　

克
夫

中
川　

満
英

渡
邉　

和
幸

　

古
池　

健
一　
　

 

櫻
井　

伸
彦

　

丸
山　
　

毅　
　

 

長
村　

知
子

　

重
盛　

良
子　
　

 

中
村　
　

朗

（
兼
全
市
版
）

※
網
掛
け
は
、２
年
度
か
ら
の
留
任
者

今
井
保
育
園
長

今
井
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

Ｊ
Ａ
今
井
支
所
長

道
の
駅
今
井
恵
み
の
里
駅
長

中
信
平
右
岸
土
地
改
良
区
副
理
事
長

空
港
北
交
番
所
長

芳
川
消
防
署
神
林
出
張
所
長

◇
今
井
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
セ
ン
タ
ー
長

　
セ
ン
タ
ー
職
員

　
　
　
〃　
　

　
地
区
担
当
保
健
師

◇
福
祉
ひ
ろ
ば
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◇
地
区
生
活
支
援
員 

◇
今
井
公
民
館
関
係

　
公
民
館
長

　
公
民
館
主
事

　
公
民
館
運
営
委
員
長

　
図
書
視
聴
覚
委
員
長

　
文
化
委
員
長

　
体
育
委
員
長

　
館
報
編
集
委
員

　
委
員
長

　
副
委
員
長

て
い
る
か
ら
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。地
域
の
皆
様
、保
護
者
の
皆
様
、

お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

市
は
介
護
保
険
制
度
に
基
づ
く

生
活
支
援
体
制
の
整
備
を
目
的
と

し
て
、
令
和
元
年
度
か
ら
市
内
35

地
区
に
順
次
生
活
支
援
員
を
配
置

し
て
い
ま
す
。
今
井
地
区
は
こ
の

４
月
に
私
が
就
任
し
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

概
要
は
、
住
民
と
行
政
や
関
連

機
関
が
連
携
し
、
地
域
の
実
情
に

沿
い
な
が
ら
、
高
齢
に
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
、

健
康
や
生
き
が
い
を
生
み
出
す
社

会
参
加
を
一
体
的
に
進
め
て
い
く

も
の
で
す
。

　

私
は
ま
ず
、
支
援
員
の
役
割
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
地

域
に
出
向
き
、
住
民
の
皆
さ
ま
の

声
に
耳
を
傾
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
地
域
の
方
々
と
連
携

し
、
必
要
と
な
る
支
援
サ
ー
ビ
ス

に
取
組
み
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た

今
井
」
と
実
感
で
き
る
地
域
づ
く

り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

生活支援員
胡桃 亜矢子

①
東
京
都
日
野
市
、
新
撰
組
の
土

方
歳
三
の
生
地
で
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
。
小
説
「
図
書
館
戦
争
」
の

舞
台
と
言
わ
れ
る
図
書
館
が
近
く

に
あ
り
、
よ
く
通
っ
て
い
ま
し
た
。

い
ま
だ
自
然
の
残
る
土
地
で
、
小

学
生
の
頃
は
毎
日
の
よ
う
に
セ
ミ

採
り
や
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
を
し
て
い

ま
し
た
。

②
今
井
へ
の
通
勤
時
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
色
が
車
窓
か
ら
出
迎
え
て
く

れ
ま
す
。
４
月
は
山
々
の
残
雪
の

白
、
桜
の
花
吹
雪
、
今
は
萌
え
る

緑
と
青
空
、
こ
れ
か
ら
は
き
っ
と
、

稲
穂
の
黄
金
、
真
っ
赤
な
リ
ン
ゴ
。

楽
し
み
で
す
。

③
音
楽
が
大
好
き
で
す
。
児
童
セ

ン
タ
ー
で
も
子
ど
も
た
ち
と
色
々

な
歌
を
歌
い
た
い
、
と
思
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
今
は
ち
ょ
っ
と
我

慢
で
す
ね
。
ス
ポ
ー
ツ
で
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
が
好
き
で
す
。

④
ま
だ
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い

コ
ロ
ナ
禍
、
そ
ん
な
中
、
毎
日
子

ど
も
た
ち
が
見
せ
て
く
れ
る
満
面

の
笑
顔
は
本
当
に
宝
物
で
す
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
今
井
の
地
の
皆

様
が
日
頃
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
見

守
り
、
温
か
く
育
ん
で
く
だ
さ
っ

今井児童センター館長
大舘 朝香
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